
「令和元年度ふくしま『学びのスタンダード』推進事業」推進地域の取組

塙町立塙中学校、塙小学校パイロット校名

塙町立笹原小学校推進協力校名

学びのスタンダード推進事業最終年度となった令和元年度も、町学力向上推進事業との一

体化を図り、町内全ての小・中学校で 「 学びのスタンダード』推進事業」に取り組んだ。、『

（１ 「授業スタンダード」の活用を学校課題研究の柱として位置付け、実践内容の重点）

化・焦点化を図った。

① 各教科の特質に応じた「見方・考え方」を明確にして単元を構成した。

② 教師のコーディネート力向上のために「働きかけの例」や「問い返しの例」を参考

にして、指導案に明記した。

③ 授業での学習を「深い学び・新たな学び」へとつなげるために 「まとめ」と「振、

り返り」に重点を置いて授業を行った。

（１）塙中学校における「タテ持ち」の取組

数学科において「タテ持ち」とＴＴ形式を組み合わせ、きめ細かい指導が行えるよう

に指導体制を工夫した。

具体的には、以下のような指導体制をとった。

３学年 Ａ Ｄ Ｂ Ｄ ※教員Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・・・数学科教員

２学年 Ａ Ｃ Ｂ Ｃ ※教員Ｅ・・・・・・・・・音楽科教員

１学年 Ａ Ｄ Ｂ Ｅ Ａ Ｅ

１組 ２組 ３組

（２）塙小学校における「教科担任制」の取組

理科・外国語活動において、教科担任制を実

施した。具体的には、以下のような指導体制を

とった。

教 科 等 担 当 教 員 対 象 学 年

理 科 専 科 教 師 ３ 学 年 以 上

外国語活動 専 科 教 師 全 学 年

（３）推進教師の役割と具体的な取組

① 中学校では「タテ持ち 、小学校では「教科担任制」を実践した。」

② 研修主任を兼任し、研修だよりを発行する等、校内研修の活性化に取り組んだ。

はなわはひとつ！ ～オールはなわでスタンダード推進～

１ 推進地域における「授業スタンダード」の活用について

２ パイロット校の取組内容

【６学年の時間割例】

月 火 水 木 金

１ 国 国 国 算 理

２ 音 書 総 学 算

３ 外 理 算 外 図

４ 算 家 理 総 図

５ 体 体 社 社 道

６ 社 算 ク



「言語を手がかりに、主体的に読み、適切に表現する子どもを育てる授業づくり～国

語科『読むこと』の説明的な文章の指導を通して～」という主題のもと 「授業スタン、

ダード」を活用して授業改善に取り組んだ。

事前研究会では、板書計画を提示しながら話し合いを行った 「授業スタンダード」。

をもとに、授業の流れや指導の重点について明確にできるようにしてきた。事後研究会

では、少人数グループによる 法で授業の成果と課題を話し合った。KJ
推進協力校として、１０月に授業研究会を開催した。

（１）成果

① 「授業スタンダード」との関連を図った学校課題研究、授業研究を進めてきたこと

、 。により 主体的・対話的で深い学びを成立させるための有効な手立てが明確になった

～明確になった有効な手立て～

○教科の見方・考え方を明確にした単元構想 ○教員の意図的なコーディネート

○「まとめ」と「振り返り」の充実

② 学年や教科を越えた授業研究が計画的に行われるようになった。

、 。③ 教員相互の学び合いの手だてとして 日常的に互見授業が実施されるようになった

④ 研究授業における事後研究会では、 法など、研究協議の方法を工夫するようよKJ
うになった。また、子どもの姿をもとにした話し合いが当たり前のように行われるよ

うになった。

⑤ 推進教師の発行する研修だより等により、共通理解を図りながら共通実践が行われ

た。

⑥ 中学校「タテ持ち 、小学校「教科担任制」は、児童生徒の学力向上や教員の指導」

力向上に有効であることがわかった。

（２）課題

① 主体的・対話的で深い学びを実現するためには、教師のコーディネート力をさらに

向上させていく必要がある。

② 中学校「タテ持ち 、小学校「教科担任制」を継続して実施していくこと。特に、」

小学校教科担任制は、加配教員なしで実施していくことは難しいと思われる。

③ 児童生徒の「自己マネジメント力」を確立することは、一朝一夕には難しい。学校

と家庭との連携・関連を図りながら、地道な取組を諦めずに続けていく必要がある。

４ ３年間の取組から見えた成果と課題

３ 推進協力校【笹原小学校】の取組内容



塙中学校は、「学びのスタンダードパイロット校」として３

年間の指定を受け、今年度３年目となります。 

   「授業スタンダード」「家庭学習スタンダード」に基づいた

学習指導、教科の枠を越えた教科部会や互見授業の実施等によ

り、教師の指導力向上と生徒の学力向上に励んでおります。 

   この研修だよりは、不定期ですが、月１回程度発行していき

たいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

       【研究主題】自分を拓くために学び続ける生徒の育成 

       【副 主 題】学びの習慣を身につける生徒の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   ◎教育計画参照 

 

 

 

 

 

 

   ◎平成３１年９月２０日（金）午後 

   ◎教科…３教科～４教科 

※国・数・英・理・社：２～３教科 ＆ 音・美・技・家・体：１教科 

 

    

 

   ◎県または県南教育事務所の先生方に来ていただき、一人一回研究授業を行う。 

   ◎研究公開も１回にカウントする。 

※研究公開の教科は、プレ授業もあるため２回となります。 

   ◎教科を超えた互見授業を行う。 

 

 

   ◎定期的に、気軽に、互見授業ができたら… 

 

 

ま な び あ い 塙町立塙中学校 研修だより 

No．１  

平成３１年４月１日（月） 

平成３１年度現職教育計画について 

研究公開について 

一人一研究授業について 

互見授業について 



 

   ◎本校の家庭学習の定義 

学校からの宿題（各教科の宿題・自主学習ノート）、塾、各自購入した教材等 

   ◎学校からの宿題に関する共通理解 

    ①学年会（４月２日）で自主学習ノートについてざっくばらんに話し合う。 

    ②教科部会（４月４日）で各教科の学年ごとの宿題について方向性を固める。 

     ※各教科の宿題を、自主学習として認めるかどうかも検討する。 

    ③学年会（４月８日～12日）で各教科の宿題を参考にしながら、学年の自主学習の 

取組の方向性を検討する。 

    ④研修委員会（４月 15日～19日）で学校としての自主学習の取組の方向性を検討する。 

    ⑤５月～本格的に自主学習ノートを活用していく。 

    ※４月については、学年・学級・教科裁量で、自主学習ノートに取り組む。 

 

 

 

   ◎朝の時間（8:05～8:20）…火・金：読書  水・木：朝学習（進め方は今後検討） 

   ※４月は、朝の時間は読書で統一（教科書・漫画・雑誌以外の本を準備させる） 

   ◎東西しらかわスペリングコンテスト（英語１月） 

   ◎基礎学力検定試験（英語 12 月） 

◎放課後の学習会（１学期中間テスト前、基礎学力検定試験前） 

 

 

 

   ◎トリニティノートの活用 

   ◎ノーメディア day（塙町は毎週火曜日）の実施 

   ◎実力テスト自己採点 

 

 

 

 

 

   ◎４月４日（木）の研修会議終了後、実施 

    ・一人一研究授業の希望時期・学年・単元の検討 

    ・研究公開の授業者、学年、単元の検討 

    ・授業スタンダードの活用・授業と家庭学習のリンク等 

   ※詳しくは、４日（木）の研修会議にてお知らせします。 

 

 

 

   ◎４月２日（火） 

・自主学習ノートについてざっくばらんに話し合う。 

   ◎４月８日（月）～12 日（金） 

・各教科の宿題を参考にしながら、学年の自主学習の取組の方向性を検討する。 

 

 

 

教科部会について 

先生方にアイディアをいただきながら、１年間、研修を進めていきたいと考えております。 
生徒も先生も「まなびあい」ができたら嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします。 

家庭学習について 

自己マネジメント力の育成に向けて 

授業周辺部の取組について 

学年会について 



 

 

 

 

 

 

 

 本日２校時目の拡大理科部会を皮切りに、５月９日（木）４校時目は拡大音楽部会、６校

時目は拡大数学部会を開催していきます。 

このような教科部会を毎週の時間割に入れていくことは初めてのことなので、正直どうな

るか分かりません。もしかしたら、今年度やってみたけど大変だからやめよう、ということ

になるかもしれません。でも、本当に大変なだけで何も収穫がない、ということはないと思

っています。忙しい中ですが、減らすべき仕事と減らしてはいけない仕事があります。授業

に対する思いや考えを伝え合ったり、新たな考えを知ったりすることは、教師として大切な

仕事であり、人としても成長できる、とても大切なことなのではないでしょうか。若い先生

もいればベテランの先生方もたくさんいる塙中学校は、学べる環境であり、拡大教科部会で

それができたら、貴重な財産になると思います。 

時間割を見ると、この拡大教科部会を入れることで、時間割がいっぱいになってしまう先

生もいますし、授業が入っている先生もいますので、無理せず開催していきましょう。集ま

れる人で、少しの時間でも良いので、先生方が、ざっくばらんに「塙中学校の生徒への希望」

や「教師としての思い・悩み・うまくいったこと」などを話し合い、教師力を向上させる場

にしていきませんか。 

 

 

 

 

 

 

 本校は、学びのスタンダードパイロット校の指定を受けており、「授業スタンダード」を

位置付けた形式の指導案を使っています。昨年度までのものを新たなバージョンに作りかえ

た本年度の指導案の形式を、先生方の机上にあげさせていただきました。データもあります

ので、指導案作成の際にご活用ください。なお、一人一研究授業の指導案については、指導

案のデータを指定のフォルダに保存していただく形になりますのでよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

ま な び あ い No．３ 

令和元年５月７日（火） 

塙町立塙中学校 研修だより 

 

拡大教科部会よろしくお願いします 

本年度の塙中の指導案形式ができました 



パイロット校Ⅱ 塙小学校学習指導案（単元構想）  見方・考え方を働かせて考え、学びが連続するための単元構想 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育てたい見方・考え方がはっきりし

ていたので、そのために何をするか、

効果的な手立てをとることができた。 

毎時間まとめを書くことを積み上げ

てきて、どの児童も、自分の感想を素

直に表現できるようになってきてい

る。 



パイロット校Ⅱ 塙小学校学習指導案（単元構想）  

見方・考え方を働かせて考え、学びが連続するための単元構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 加数分解を十分理解させて、被加数分解を行

うことで、両者の違いが明確になり、自分の計

算しやすいものを選ぶことができた。 

 「繰り上がりのあるたし算」から「繰り下がりのあるひき算」

へ系統立てて単元を構成したことで、１０のまとまりに着目し

たり、関数的な見方・考え方を働かせたりしながら課題を解決

することができた。関数的な見方・考え方も育てながら学習を

進めたので、新たな時数をとらなくても、加法や減法のきまり

を見いだすことができた。 


